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研究の全体概要 

気候変動予測には、複数の気候モデル(GCM)を用いて評価することが標準的な手法になっているが、 

将来の気候応答を表す指標の一つである平衡気候感度(CO2 濃度が倍増した際の地上気温の昇温)は 

1.5 〜 5 ℃ と、依然として GCM 間のばらつきが大きい。この最大の要因は、温暖化時に伴う雲の応

答を介した気候へのフィードバックの不確実性に起因する。また、エアロゾルが太陽・赤外放射の散

乱・吸収特性を介して放射収支に影響を及ぼすエアロゾル・放射相互作用や、エアロゾルが雲特性を変

調させるエアロゾル・雲相互作用を介した気候影響の不確実性の幅も、-1.9 〜 -0.1 W m-2と非常に

大きい。  

気候予測精度の向上のためには、雲がトリガーとなって引き起こされる水循環・放射収支の変化を

精緻に表現する必要がある。本研究課題では、代表者がこれまで開発を推進してきた先端的な雲・降水

スキームを基盤として、地球温暖化予測の精度向上を目指し、次の 3 つを基軸としたモデルの更なる

高度化に取り組む(丸数字の番号は、研究の全体概要図に記載の番号に一致)。  

① サブグリッドスケールの降水の変動を陽に考慮したパラメタリゼーションの開発 

現状の GCM では、雲のサブグリッドの変動性は陽に考慮している一方、降水は雲域全体から一様に

生成される仕様となっている。サブグリッドの降水変動を考慮することで降水バイアスの解像度依

存性を低減する、空間シームレスな降水スキームを構築する。 

② 時間ステップに依存しない降水の落下スキームの導入 

降水過程において計算コストのウェイトを大きく占めるのが、降水の鉛直落下の計算である。降水

の落下が時間ステップに制約を受けない手法を導入し、時間シームレスな降水落下スキームを構築

する。 

③ 開発した新しい雲・降水パラメタリゼーションを用いた気候予測精度の評価 

上記により精緻化したモデルを用いて、長期間の気候シミュレーションを実施する。CO2 が増加し

た時の気候応答の指標である気候感度や、人間活動による気候影響の指標であるエアロゾル放射強

制力を定量的に見積もることにより、次世代の気候変動予測・地球環境予測に貢献する。  
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